
                                    

「
障
害
者
運
動
の
課
題
は
…
」 

  
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
う
の
家
事
業
所
施
設
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
部 

眞
江 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

ゆ
う
の
家
事
業
所
も
今
年
で
十
一
年
目
を
迎
え
、

施
設
開
所
当
時
か
ら
後
援
会
の
皆
様
に
は
、
多
大

な
る
ご
支
援
頂
き
、
誠
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
五
年
四
月
に
障
害
者
自
立
支
援
法
が

改
正
さ
れ
、
新
た
に
障
害
者
総
合
支
援
法
へ
と
移

り
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
現
在
、
障
害
者
運

動
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

「
二
〇
〇
を
超
え
る
地
方
議
会
が
、
骨
格
提
言

を
尊
重
し
た
総
合
的
な
法
制
度
を
求
め
る
意
見
書

を
採
択
」「
基
本
合
意
と
骨
格
提
言
は
、
今
な
お
輝

き
を
放
ち
、
障
害
者
権
利
条
約
批
准
に
向
け
た
制

度
改
革
を
前
進
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
日
本

障
害
者
協
議
会
）「
骨
格
提
言
と
基
本
合
意
を
わ
が

国
の
障
害
保
健
福
祉
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
、

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
障
害
者
差
別
禁
止
法
（
仮

称
）
の
制
定
は
、
障
害
者
権
利
条
約
を
実
質
的
に

批
准
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
要
素
」（
き
ょ
う
さ
れ

ん
）「
自
立
支
援
法
廃
止
と
権
利
を
保
障
す
る
総
合

的
な
福
祉
法
制
定
を
求
め
て
、
障
害
者
関
係
団
体

と
の
共
同
を
更
に
強
め
る
」（
障
害
者
の
生
活
と
権

利
を
守
る
全
国
連
絡
協
議
会
）「
わ
た
し
た
ち
が
求

め
て
い
る
も
の
は
「
特
別
」
の
も
の
で
は
な
く
、

極
端
に
低
い
日
本
の
福
祉
予
算
を
、
せ
め
て
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
諸
国
の
平
均
並
み
に
す
る
こ
と
、
同
年
齢
の

市
民
と
同
等
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
」（
全
国
障

害
者
問
題
研
究
会
）
は
、
今
後
の
障
害
者
運
動
の

方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

政
権
党
の
民
主
党
が
惨
敗
に
終
わ
っ
た
十
二
月

十
六
日
の
選
挙
投
票
日
の
翌
日
十
二
月
十
七
日

（
月
）
に
、
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く
「
第
五
回

障
害
者
政
策
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
意
見
具
申

が
ま
し
た
。「
新
た
な
障
害
者
基
本
計
画
に
関
す
る

意
見
」
を
議
題
に
こ
れ
ま
で
本
会
議
五
回
、
六
つ

の
小
委
員
会
（
教
育
・
就
労
・
医
療
・
療
育
な
ど
）

を
前
半
・
後
半
と
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
三
回
ず
つ
、

「
わ
た
し
た
ち
の
こ
と
を
わ
た
し
た
ち
抜
き
に
決

め
な
い
で
！
」
の
精
神
の
も
と
に
、
障
害
の
あ
る

当
事
者
や
代
表
す
る
団
体
も
委
員
に
加
わ
っ
た
会

議
が
重
ね
ら
れ
、
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
が
今
後
、
新
し
い
「
障
害
者
基
本
計
画
」

を
つ
く
る
際
の
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
意
見
と

な
り
ま
す
。
十
七
日
の
会
議
で
は
、
最
終
意
見
（
加

筆
・
訂
正
・
削
除
）
が
話
し
合
わ
れ
、
と
り
ま
と

め
ら
れ
た
「
新
た
な
障
害
者
基
本
計
画
に
関
す
る

意
見
」
が
、
前
川
内
閣
府
副
大
臣
に
『
意
見
』
は

手
交
（
直
接
手
渡
し
）
さ
れ
ま
し
た
。 

 

分
野
別
施
策
で
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
、
委
員
会
意
見
を
踏
ま
え
て
十
三
省
庁
に

よ
り
作
成
さ
れ
、
今
年
度
内
に
閣
議
決
定
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。 

 一
．
年
金
【
十
五
条
】、
経
済
的
負
担
の
軽
減
【
二 

十
四
条
】 

私 達 は 障 害 者 が 地 域 の 人 々 と と も に い き い き と 生 活 し て い け る ｢ 村 づ く り ｣ を 進 め て い ま す
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◎
現
行
の
年
金
や
諸
手
当
等
の
所
得
保
障

制
度
全
般
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
検
証

と
留
意
点 

・
生
活
で
き
る
給
付
水
準
で
あ
る
こ
と 

 

・
地
域
間
格
差
が
な
い
こ
と 

・
障
害
種
別
で
谷
間
が
な
い
こ
と 

 
 
 

・
無
年
金
障
害
者
へ
の
早
急
な
対
応 

◎
新
基
本
計
画
の
監
視
に
当
た
り
デ
ー
タ
の

把
握 

・
障
害
者
（
無
年
金
障
害
者
を
含
む
）
と

そ
の
家
族
の
生
計
実
態
の
デ
ー
タ 

・
上
記
の
男
女
別
、
障
害
別
、
年
齢
階
層

別
、
都
道
府
県
別
等
の
デ
ー
タ 

 

２
．
職
業
相
談
等
【
十
八
条
】、
雇
用
の
促
進
等
【
十

九
条
】 

（
一
）
労
働
と
福
祉
の
一
体
的
展
開 

◎
労
働
と
福
祉
の
一
体
的
展
開
の
在
り
方

の
検
証
、
多
様
な
働
き
方
に
つ
い
て
の

試
行
事
業
実
施 

◎
上
記
の
検
証
の
間
の
現
行
の
福
祉
的
就

労
の
留
意
点 

・
一
般
就
労
が
困
難
な
障
害
者
等
の
働

く
意
向
が
尊
重
さ
れ
る
、
多
様
な
就

業
機
会
の
一
つ
と
し
て
の
福
祉
的
就

労
の
充
実 

・
福
祉
的
就
労
の
場
に
お
け
る
工
賃
現

状
を
幅
広
い
観
点
か
ら
検
証
と
必
要

な
改
善 

・
福
祉
的
就
労
の
場
へ
の
通
所
助
成
検

証
と
必
要
な
改
善 

 

（
二
）
障
害
者
雇
用 

◎
法
定
雇
用
率
制
度
の
継
続
、
対
象
拡
大

に
つ
い
て
の
検
討 

◎
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
制
度
、
特
例
子
会
社

制
度
の
当
面
継
続
と
そ
の
在
り
方
検
討 

◎
通
勤
支
援
と
職
場
で
の
生
活
支
援
は
、

当
事
者
に
と
っ
て
差
し
迫
っ
た
課
題
で

あ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
も
含

め
た
早
急
な
検
討 

◎
障
害
者
雇
用
促
進
の
観
点
か
ら
当
事
者

及
び
企
業
支
援
拡
充
、
就
労
支
援
機
関

の
在
り
方
及
び
支
援
者
養
成
、
予
算
確

保
等
必
要
な
施
策
検
討 

◎
障
害
者
が
働
く
上
で
必
要
な
合
理
的
配

慮
の
提
供
義
務
づ
け
の
た
め
の
検
討 

◎
新
基
本
計
画
監
視
に
向
け
た
デ
ー
タ
把

握 ・
障
害
者
の
雇
用
形
態
（
正
規
・
非
正

規
）
や
障
害
別
雇
用
率 

・
就
労
移
行
（
求
職
登
録
の
期
間
等
）

に
つ
い
て 

・
離
職
者
状
況
、
最
低
賃
金
減
額
特
例

（
都
道
府
県
格
差
の
実
態
等
） 

・
雇
用
に
関
す
る
男
女
別
や
一
般
市
民

と
の
比
較 

・
女
性
障
害
者
の
就
労
状
況
に
つ
い
て

の
事
例
調
査
を
含
む
デ
ー
タ
等 

 

（
三
）
就
労
施
策
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
（
自

営
業
・
起
業
へ
の
支
援
等
） 

◎
自
営
業
に
従
事
す
る
障
害
者
へ
の
職
場

介
助
、
移
動
支
援
の
制
度
化
、
自
営
業

や
起
業
の
た
め
の
訓
練
及
び
経
済
的
支

援
等
の
検
討 

◎
「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」
の
施
行

に
向
け
た
制
度
周
知
、
実
効
性
確
保 

 

 

こ
れ
ま
で
、
真
剣
に
議
論
を
進
め
て
き
た
こ
う

し
た
『
意
見
』
が
、
こ
の
あ
と
ど
こ
ま
で
障
害
者

基
本
計
画
に
反
映
さ
れ
る
の
か
、
大
き
な
疑
問
と

不
安
は
否
め
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で

す
。 

 き
ょ
う
さ
れ
ん
が
調
べ
た
障
害
者
の
収
入
状
況
で

は
、 

①
百
万
円
以
下
（
五
十
六
％
） 

②
百
二
十
五
万
円
以
下
（
二
十
八
％
） 

③
二
百
万
円
以
下
（
八
％
） 

④
二
百
万
円
以
上
（
一
％
） 

と
、
低
所
得
と
家
族
依
存
の
深
刻
さ
は
相
変
わ

ら
ず
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

 

 

新
し
い
障
害
者
基
本
計
画
、
今
後
上
程
さ
れ
る

予
定
の
障
害
者
差
別
禁
止
法
…
。
あ
た
ら
し
い
政

府
で
ど
う
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
わ
た
し

た
ち
は
、
し
っ
か
り
と
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

       



  

ゆ
う
の
家
事
業
所 

前
原 

隆
司 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
自
立
を
め
ざ
す
会
の
活
動
と
ゆ
う
の
家
事
業

所
の
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
の
ご
報
告
と
な
り
ま
す
が
、
自
立
の

会
恒
例
で
あ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
が
栃
木
市
社
会

福
祉
協
議
会
歳
末
た
す
け
あ
い
補
助
事
業
の
ご
支

援
を
受
け
、
十
二
月
八
日
（
土
）
栃
木
市
国
府
地
区

公
民
館
に
て
、
自
立
の
会
会
員
八
名
、
施
設
利
用

者
・
職
員
・
家
族
・
日
中
一
時
で
百
七
名
、
栃
木
特

別
支
援
学
校
四
名
（
保
護
者
含
）
、
障
が
い
者
の
一

人
暮
ら
し
を
考
え
る
会
九
名
の
計
百
二
十
八
名
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
「
団
体
の
交
流
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
昨
年

同
様
、
自
立
の
会
と
な
す
び
の
里
、
そ
し
て
な
す
び

の
里
家
族
会
・
障
が
い
者
の
一
人
暮
ら
し
を
考
え
る

会
の
四
団
体
を
中
心
に
名
称
を
「
合
同
ク
リ
ス
マ
ス

会
」
と
し
、
会
場
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
国
府
地
区

公
民
館
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。 

         

 

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
中
山
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
三
室
家
族
会
会
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
出
し
物
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
の
は
、
家
族
会
の
オ
カ
リ
ナ

演
奏
で
し
た
。
そ
の
後
、
な
す
び
の
里
利
用
者
の
出

し
物
、
そ
し
て
、
自
立
の
会
恒
例
の
ケ
ー
キ
作
り
大

会
で
す
。
皆
、
楽
し
そ
う
に
思
い
思
い
の
形
に
ケ
ー

キ
を
作
り
ま
し
た
。 

                           

               

お
楽
し
み
の
豪
華
食
事
は
な
す
び
食
堂
の
オ
ー

ド
ブ
ル
か
ら
始
ま
り
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
、
け
ん
ち
ん

う
ど
ん
、
お
赤
飯
と
本
当
に
食
べ
き
れ
な
い
程
の
豪

華
食
事
で
、
お
腹
も
笑
顔
も
満
タ
ン
で
し
た
。
今
年

は
、
食
事
の
手
配
を
自
立
の
会
と
家
族
会
が
中
心
と

な
り
調
理
し
て
頂
き
ま
し
た
。
自
立
特
製
？
味
噌
け

ん
ち
ん
う
ど
ん
と
っ
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。 

             



 

午
後
の
部
は
、
な
す
び
の
里
で
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
強
口
先
生
を
お
招
き
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
音
楽
を
中
心
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
曲
な

ど
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
な
す

び
の
里
の
仲
間
の
出
し
物
も
行
い
、
大
笑
い
を
誘
っ

て
い
ま
し
た
。 

          

そ
し
て
最
後
に
お
待
ち
か
ね
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
大

会
で
す
。
今
年
も
毎
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
社
会

福
祉
協
議
会
の
歳
末
助
け
合
い
補
助
事
業
を
は
じ

め
、
下
都
賀
労
働
組
合
、
家
族
会
、
仲
間
自
治
会
、

施
設
等
、
多
く
の
方
々
の
補
助
や
カ
ン
パ
に
よ
り
多

く
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
す
る
事
が
出
来
、
大
盛
り

上
が
り
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

          

 

 

ク
リ
ス
マ
ス
会
ま
で
に
は
自
立
・
な
す
び
・
家
族

会
・
一
人
暮
ら
し
を
考
え
る
会
の
四
団
体
が
実
行
委

員
会
を
作
り
、
会
議
を
重
ね
実
施
致
し
ま
し
た
。
昨

年
の
課
題
を
踏
ま
え
、
調
理
や
食
事
の
配
食
な
ど
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
回
を

重
ね
る
事
に
コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
る
「
交
流
」
が
少

し
ず
つ
図
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
も
栃
木
特
別
支
援
学
校
生
や
な
す
び

の
里
の
日
中
一
時
事
業
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
達

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
自
立
の
会
の
取
り
組
み

を
一
部
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
知
っ
て
い
た
だ

く
事
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

来
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
つ
い
て
、
も
っ
と
良
い

も
の
を
、
と
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
今

回
過
去
最
大
と
な
っ
た
参
加
者
が
ゆ
っ
た
り
と
参

加
出
来
る
会
場
を
探
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
会
場
探
し
が
、
課
題
で
す
ね
…
。 

               

  

最
後
に
、
今
回
自
立
の
会
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
御
協

力
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
達
（
ご
寄
付
、
補
助
、
当

日
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
達
）
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
し
ま
し
た
。 

                               



     

【
と
ち
ぎ
秋
祭
り
撮
影
会
】 

 
 
 

 

十
一
月
十
日
（
土
）
、
写
真
教
室
の
取
り
組
み
と
し

て
、
当
事
者
四
名
を
含
め
計
十
名
で
と
ち
ぎ
秋
祭
り

撮
影
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

前
日
の
天
気
予
報
で
は
天
気
が
崩
れ
る
と
の
情

報
で
し
た
が
、
当
日
は
素
晴
ら
し
い
天
気
で
日
中
か

ら
か
な
り
の
人
手
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。 

 

集
合
場
所
は
藏
の
街
直
売
所
前
で
、
ま
ず
中
山
会

長
の
挨
拶
を
行
い
、
そ
の
後
、
当
事
者
一
人
ひ
と
り

に
支
援
者
が
付
き
添
い
、
撮
影
ル
ー
ト
を
周
り
ま
し

た
。 

 

人
手
が
多
く
、
山
車
会
館
付
近
でU

タ
ー
ン
す
る

予
定
で
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
ご
配
慮
で
横
山
記
念

館
に
席
を
取
っ
て
い
た
だ
き
休
憩
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
験
も
な
か
な
か
出
来
る

こ
と
で
は
な
い
の
で
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。 

           

 

      

撮
影
を
し
な
が
ら

も
、
初
め
て
来
た
、

と
い
う
方
も
い
ら

し
た
「
と
ち
ぎ
秋
ま

つ
り
」
の
様
子
に
、

皆
興
奮
気
味
で
し

た
。 

  

そ
れ
ぞ
れ
支
援
者
の
方
が
責
任
を
持
つ
こ
と
で
予

定
通
り
十
五
時
に
蔵
の
街
直
売
所
に
戻
り
、
焼
き
そ

ば
や
唐
揚
げ
を
食
べ
て
反
省
会
を
し
ま
し
た
。
か
な

り
歩
い
て
お
腹
も
空
い
て
い
た
の
か
、
皆
さ
ん
ぺ
ろ

り
と
た
い
ら
げ
て
い
ま
し
た
。 

  

当
日
ご
協
力
い
た
だ
い
た
支
援
者
の
皆
様
、
ご
協

力
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
ま
た
次
回
も
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
笑
顔
が
楽
し
み

で
す
ね
。 

 
 

         

【
車
い
す
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】 

 

十
一
月
十
一
日
（
日
）
栃
木
市
大
平
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
に
て
、N

P
O

法
人
全
日

本
車
椅
子
ダ
ン
ス
教
室
協
会
主
催
「
第
五
会
車
椅
子

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

大
平
」
に
お
招
き
い
た

だ
き
、
当
事
者
四
名
を
含
む
計
十
三
名
で
参
加
し
ま

し
た
。 

 

当
日
は
普
段
の
服
装
と
異
な
り
ス
ー
ツ
に
ネ
ク

タ
イ
の
装
い
、
ま
た
広
い
会
場
と
予
想
を
超
え
た
多

く
の
参
加
者
で
皆
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
セ

レ
モ
ニ
ー
前
に
は
技
術
級
認
定
試
験
も
行
わ
れ
、
緊

張
の
中
、
い
つ
も
ダ
ン
ス
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

庄
崎
先
生
に
審
査
し
て
い
た
だ
き
、
み
ご
と
参
加
者

全
員
が
試
験
に
合
格
す
る
事
が
で
き
、
皆
一
安
心
で

し
た
。 

 
 

 
 

          

今
回
は
こ
の
よ
う
な
晴
れ
舞
台
で
緊
張
す
る
も
ま

た
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
盛
大
な

会
場
で
ダ
ン
ス
を
披
露
で
き
た
の
も
、
理
事
長
高
根

澤
先
生
と
副
理
事
長
庄
崎
先
生
の
熱
意
と
ご
努
力

の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

最
後
に
な

り
ま
し
た

が

H

さ
ん

が
撮
影
し

た
、
本
日
の

一
品
で
す
。 

 

昼
食
を
取
り
、
午
後

か
ら
は
い
よ
い
よ

演
技
発
表
で
す
。
周

り
を
グ
ル
ッ
と
参

加
者
の
方
達
が
囲

み
、
一
気
に
緊
張
感

が
高
ま
り
、
皆
緊
張

で
顔
が
ガ
チ
ガ
チ

で
し
た
が
、
演
技
を

終
え
る
と
皆
顔
が

ゆ
る
み
笑
顔
が
み

え
ま
し
た
。 

 



 

                    

                                   

 

事務局からのお知らせ 

【訂正のお詫び】 

前号（No.92）でお知らせしたメールアドレスに誤

りがありましたので訂正いたします。大変申し訳ご

ざいませんでした。 

誤【Jiritu001@auone.jp】 

正【ｊiritu001@auone.jp】 

 ※最初の文字の（ｊ）の字が大文字になっ

てしました。 

 

 文化・芸術事業取り組み 

 [写真であそぼう 

   at  ］ 

  日 時 平成２５年１月２７日（日） 

１３：００～１５：３０ 

  会 場 栃木市倭町 

      小山高専サテライト・キャンパス 

  内 容 ・デジタルカメラの ABC 

      ・ワークショップ 

       （みんなでとった写真をかざろう） 

      ・白い蔵・黒い蔵見学 

       蔵っていろいろあるんだね、中はど

うなってるのか見てみよう！ 

  定 員 ２０名（〆切：１月２１日月曜日） 

申し込みお問い合せ（栃木障害者の自立をめざす会） 

電話・FAX 0282-51-2178 E-mail : jiritu001@auone.jp  

自立の会恒例 

「妙唱寺大黒天」出店します！！ 

自立の会が長年お世話になっている妙唱寺の大

黒天に今年も出店します。 

会場 ： 妙唱寺 

日時 ： 平成２５年 １月１９日（土）・２０（日） 

     ＡＭ１０：００～ＰＭ４：００ 

内容 ： うどん・そば（トッピングあり） 

 

編集後記✍  今年も色々な事がありました。あんな事やこんな事…、年末には政権交代がされ、これまで動いていた

障害者問題もかき消されてしまうのではないかと不安も感じます。しかし、現在取り組んでいる社会参加促進事業に私自

身参加し、また今までとは違う視点から障害について捉えられるようになり、良い経験になりました。 

多くの方がこの事業に参加し障害者とふれあい、世の中が変化するきっかけになる可能性も秘めてい 

るのではないか、と壮大に夢を膨らませ、また今年も自立の会へのご支援、よろしくお願い致します。（編集 前原） 

栃木障害者の自立をめざす会  

活動報告  

１０月 ７日（日） 車いすダンス教室 

１３日（土） 第６回役員会 

２１日（日） 車いすダンス教室 

   １１月 ４日（日） 車いすダンス教室 

      １０日（土） 写真教室 

             とちぎ秋まつり撮影 

      １１日（日） 車いすダンス教室 

             ダンスフェスティバル 

      １７日（土） 第７回役員会  

   １２月 ２日（日） 車いすダンス教室 

       ８日（土） 合同クリスマス会 

      １５日（土） 第８回役員会 

      １６日（日） 車いすダンス教室 

             忘年会 

       

 

    

 

 

 


